
 

終業式を迎えました。 
本年度は、臨時休校からのスタートで、保護者や地域の皆さまには大変ご心配をおかけし、様々に

ご支援をいただきました。ありがとうございました。本日、１学期の終業式を迎えることができました。

テレビ放送でしたが、子どもたちに話したことをお知らせします。 

 

今日は、１学期の終わりの日です。みなさん、よくがんばりましたね。 

今年は、コロナウイルス感染防止のための臨時休校で、なかなか新学期が始められませんでした。

始まってからも、勉強の仕方や遊び方、給食の仕方などで、みなさんも思うようにやりたいことができ

ず、がまんもしてもらいました。今日、いつもより遅くなってしまったけれど、みんなで１学期を終わるこ

とができて、よかったなと思っています。さいごの数日は、本当に暑くて大変だったけれど、がんばりぬ

いてくれて、ありがとう。 

今日は、 ①コロナウイルス感染防止 ②人権学習について ③夏休みにむけて の、三つについて

お話しします。 

まずは、コロナウイルス感染防止についてです。御井小学校では，自分と周りにいる人の命を守る

ために、「手洗い」、「マスク」、そして「近づきすぎない生活」について、みんなで気をつけてすごしてき

ました。そして、毎日、先生方は、みなさんが使っているいろいろな場所を消毒してくださっていました。

７月の終わりからは、暑い中に、地域の方もわざわざ学校に来てくださって、消毒のお手伝いをしてく

ださっていたんですよ。助けてくださる方のおかげで、毎日を過ごせていることを忘れないでください。

そして、明日からの夏休みも、３つの約束を守りながら、元気ですごしてください。 

 

つぎは、７月に行った人権学習についてです。 

先ほどお話ししたように、臨時休校があったから、実は、１学期の学習は、もっと時間がほしい状況

でした。それでも、御井小学校では、先生たちみんなで話し合って、７月に人権学習をしました。それは、

国語や算数の勉強と同じように、いいえ、もっとかもしれません。自分を大切にできることや、自分と同

じように周りにいる人を大切にできるということが、みなさんが生きていく上でとっても大切だと考えて

いるからです。どの学級でも、しっかり考えて自分の考えを書いたり、交流したりしていましたね。 

少し、振り返ってみましょう。 

１年生では、『かお』という学習でした。 

この絵のように、みなさんも、いろいろなかおになるときがありますね。 

そして、かおには、きもちがあらわれます。ともだちが、「どうしたの？」と

わけをたずねてくれたり「だいじょうぶ？」としんぱいしてくれたら、安心し

たりうれしくなったりしますね。 
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２年生の学習は、『どうぶつのくにのおはなし』でした。 

２年生のみなさんは、「きめつけは、ぜったいだめ。」「きめつけられたら、

かなしくなります。」とたくさん発表していました。そして、「おかしいこと

は、おかしいというなかまになろう。」と話し合っていました。 

３年生は、『みんなと仲良くしたいのに』というお話で学習しました。

そして、「仲間に入りたいな」と、思っている友だちに対して、自分がで

きることはどんなことかな、と考えました。 

４年１組は『顔』というお話で学習し

ました。表情の裏には、その時の思いが

かくれていますね。「ぼくは、こんな気持

ちだったんだ」と、自分の、そのときの思

いをきちんと伝えることができたら、きっと心が軽くなりますね。４年２

組では、学級の中のできごとをきっかけに話し合い、「傷つけられてい

い人は、一人もいない」ということを確かめ合っています。 

５年生は、『どんななかまだったのか』というお話で学習しました。 

みなさんは、どんな仲間がほしいですか。楽しいことをいっしょにする

だけでいいですか。本当の仲間ってどんな人のことをいうのでしょう。 

６年生は、『あの子』というお話で学

習しました。 

「だれかの話にのせられて、言ってしまいました。」 

「軽い気持ちで、うわさを広げてしまいました。」 

「傷つけるつもりはありませんでした。」 

・・・ みなさんの、生活の中にもありませんか。 

でも、つもりがなくても傷つきます。つけられたキズは、決して軽くはありません。 

最近、コロナウイルスの感染拡大で、病気にかかって苦しんでいる人がいます。それは、病気のつら

さだけではありません。どんなことだか、わかりますか？ 病気にかかったからといって、悪口や仲間外

しで傷つけられるのは、おかしいことだと思いませんか。 

また、病気にかかっていないのに、苦しんでいる人もいます。病院や人が多く集まるところで働いて

いる人が、文句を言われたり避けられたりするのも、おかしいですね。うわさやきめつけは、誰かをきず

つけてしまうものです。人権について学習している私たちは、自分の言葉や行動を注意深く見つめま

しょう。 わたしも、自分を振り返ります。 

３つめは、夏休みについてです。 ＜中略＞ では、改めて、どうぞ楽しい夏休みをおくってくださいね。 

８月２１日、２学期の始業式に、元気に会いましょう。 

 

   「消毒ボランティア」へのご協力、心から感謝申し上げます。 
   子どもたちへの話の中にもあげていましたが、暑い中に来校いただき、消毒作業をお手伝いくだ

さる皆さま、本当にありがとうございます。コロナウイルス対策は、これからも続けていかなければな

りません。 ２学期は、２１日以降、お時間のあるときで結構ですので、どうぞよろしくお願いします。 


